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トップインタビュー

2007年3月期、過去最高の業績を達成されましたが、評価をお聞かせください。

グループの総力を上げて取り組んだ収益性向上への努力が実を結んだ年となりました。

10%を回復した頃に、中期経営計画の中間目標として営業利

益率17%を達成しようという方針を打ち出しました。それまでの過去最高（16.7%）をまずは超え

たいということで出した目標でした。10% 当社の力からして決して無理ではないとの自信もありました。全グループで目標を共有化し、戦

略を敷き、営業

/マーケティング・サービス・開発・製造それぞれがやるべきことをやった結果が当
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もう少し「製造力の強化」についてお話しください。東京エレクトロンのモノ作りにどのような

変化がおきているのですか？

開発・設計の変革やロス低減化活動が品質向上、工期短縮、コストダウン、そして顧客満足を

実現しました。

過去の品質トラブルの反省から、源流の開発・設計を管理することがモノ作りにおいて大変重要

であることを学びました。開発・設計段階から機能や性能のみならず信頼性、生産性、メンテナンス

性まで配慮し、完成度を上げていこうという試みを行っています。また、モノ作りの初心に帰り、製

造工程の中に隠れているあらゆるムダを顕在化/定量化して、ロスをなくしていく活動も行いまし

た。現場がこうしたモノ作り改革に真っ向から取り組んだ結果、品質が向上し、工期が短縮し、コスト
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2つ目は、生産効率をさらに上げて、
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まず、高性能
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またさらに、これらの機能が、遠隔からの医療診断や教育、セキュリティの分野での半導体の利用

を促進する動きが出てきています。先進国だけでなく、経済成長圏であるBRICs、さらに東欧、アフ

リカ、中近東、南米においても、国家成長のための必須条件としてネットワークの構築を促進させて

います。
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